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人工繊毛はシンプルな構造でありながら高性能な多機能性を有している．そのため，マイクロ

流体素子としての応用が期待されている．また，人工繊毛の波状運動は低いレイノルズ数領域に

おける流体の輸送や操作に重要だとされている．特に Hanasogeらは，磁場を利用した人工繊毛を

用いて人工繊毛の波状運動を報告した[1]．しかし，主流となっている磁場を用いた人工繊毛はシ

ステムが大型化するという課題がある．そこで我々のグループでは，小型化可能な誘起電荷界面

動電現象（ICEK）を駆動源とする人工繊毛を提案し検証してきた[2][3]．しかし，波状運動をする

ICEK型人工繊毛の検討は行われていない．従って本報告では，波状運動が可能な ICEK型人工繊

毛を提案し，実験検証した結果について報告する．人工繊毛は 3 つの異なる長さを持つポリエチ

レンの両面に 50 nmの金蒸着を施すことで作製した．人工繊毛の運動の様子を観察した結果，人

工繊毛は長さが長い順に駆動することで波状運動をすることが分かった．人工繊毛の応答時間は

40 Vの時，長さ順に 0.70 s，0.96 s，1.13 sであり[4]，人工繊毛の数を増やすことで連続的な波状

運動が可能になる．この性質からマイクロ流体デバイスにおけるポンプとしての応用が期待され

る． 

 

Fig1. Experimental setup for the elastic actuator. 
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